
　突然ですが、皆さまは「地方分権」という言葉にどのようなイメージをお持ちですか。地方
創生とセットで取り組まれているものとか、国と地方の関係を変えていくものという印象で
しょうか。私は地方分権改革推進室に派遣されるまで、「地方分権」というと、国から仕事が降
りてくることで、地方の仕事が増えるという、どちらかというとマイナスのイメージでした。

　しかし、実際にこの地方分権改革推進室で仕事を始めると、地方分権とは、国がするべきこ
とは国がして、地方がするほうが効率の良いことは地方がするという役割分担の適正化であ
ることが分かりました。（そもそも、国と地方は対等な関係なのだから、国から仕事が降りてく
るという表現が不適切だということも分かりました。）

　そして、適切な役割分担とするにあたり、現場で対応している皆さまのご意見を国の制度
に反映できるのが提案募集方式という制度です。我々、地方公共団体から派遣されている調
査員は、地方公共団体からいただいたご提案を制度に反映するため、各府省と調整すること
が主な業務です。

　これは私が実際に担当した案件でのことですが、制度所管府省と調整する際に、「地方公
共団体の意見を聴く機会がなく、このような支障が生じていることを知らなかった。地方公共
団体からの意見を踏まえて制度改正を行っていく」との声がありました。このように国の側で
は、地方公共団体の現場で生じている支障が把握できていないことが往々にしてあるようで
す。支障が生じていて、変える必要があるという現場の声をお聞かせください。

　事前相談の受付期間は２月下旬から５月中旬という年度変わりの忙しい頃ですが、簡易相
談というかたちで、相談自体は通年で受け付けています。年度末は忙しくて対応が難しいと
いうことであれば、お手すきの時期にご連絡ください。

　最後になりますが、今、国の制度に支障をお持ちでなくても、これからの公務員生活の中
で国の制度が使いにくいと思ったとき、提案募集方式という制度があることを思い出してい
ただければ幸いです。
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55病児保育施設の整備に係る補助について、地域の実情に応じた交付を可能と
することで、子育てしやすい社会の実現に貢献

59マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限切れ通知により、更新手続の
円滑化を実現

58へき地の医療機関へ看護師等の派遣を可能とすることにより、へき地の医療
提供体制の充実に寄与

57

56社会福祉法人が放課後児童クラブを設置する場合の施設の不動産貸与に係
る要件を緩和することにより、放課後児童クラブの整備・拡充を促進

災害に係る混構造住家の被害認定基準の明確化により、罹災証明書交付の迅
速化に寄与

54経営する農地面積にかかわらず、国有農地の売払い等を可能とすることによ
り、都道府県の管理業務の負担を軽減

53豚熱ワクチン接種について民間獣医師による実施を可能とすることにより、
確実かつ継続的なワクチン接種の体制整備に寄与

52地縁による団体（自治会・町内会等）について、市町村による認可（法人格の付
与）要件を緩和することにより、幅広い活動を促進

51郵便局において取扱いが可能な地方公共団体の事務の範囲を拡大すること
により、住民の利便性を向上

50小規模多機能型居宅介護の定員に関する「従うべき基準」を「標準」とするこ
とにより、必要な介護サービスの提供を可能に

49国民健康保険における高額療養費申請手続を簡素化することを可能にし、住
民サービスを向上

48路面電車や地下鉄等に係る認可等を指定都市が行うことで、行政事務の効率
化及び事業者の利便性向上に寄与
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